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 今、コロナ禍においてあらゆる生活スタイルが変化してきております。

1）月参り等檀家様のご自宅に伺う時は事前に指先消毒を行う。勤行後はお茶などの接待

5）寺院本堂に入堂いただくときはマスク着用の上、手指消毒にご協力願う。また堂内で　 

時以外参拝者に対面する時は必ずマスクを着用し、なるべく距離をとるよう努める。

3）年忌法要等、なるべく少人数で行い、回し焼香等共用することを控えるようにご提案

 とにかく今できることを考え実践していくより他なりません。何をやめるか何を控え

《コロナ禍における当院の方針とお願い》

4）本堂での飲食はできる限り行わず、法要時は適度に換気をして執り行う。また、勤行

ができました。まだしばらくはこうした形式を執らざるを得ないと考えております。

を遠慮し、マスクを付け、対面での会話を最小限に努め、長居をしない。

をする。特に遠方や持病をお持ちの方、体調不良の方にはご遠慮願うようご提案をする。

ご理解とご協力をお願い申し上げます。

は多くの方にご賛同ご協力をいただき、｢無参拝者法要｣で執り行うこと
今年度の寺院行事もなかなか今まで通りの実施ができない中、皆様方に

は密を避けるため、長椅子を廃止し、距離を保った座席の配置とする。

新型コロナウイルスが沈静化するまでの間、できる限り上記項目を実践し、皆様にも

2）檀家様のご不安を察することに気を配り、法要等における対応策や、状況に応じた新

スタイルを積極的に考案しご提案する。

6）寺院行事は状況により縮小、無参拝者法要など適切に判断しつつ、新しいスタイルで　

の実施も検討し、できる限り継続に努める。
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るかより、何ができるのか何をすべきかを考えていきたいものですね


